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第六回定例区議会 特
別
区
税
条
例
の
改
正

追
加
予
算
四
百
余
万
円
も
決
る

第
六
回
足
立
区

議
会
定
例
会
は

九
月
十
二
日
午

後
四
時
三
十
六

分
区
議
事
堂
で

開
会
、
追
加
予

算
等
五
案
件
を

審
議
、
午
後
六

時
七
分
閉
会
し

た
。

(
一
)
【
東
京
都

足
立
区
議
会
議

員
及
び
同
区
長

選
挙
の
選
挙

長
、開
票
管
理
者
、投
票
管
理
者
、

選
挙
立
会
人
等
報
酬
費
用
弁
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
例
条
。】

本
件
は
来
る
十
月
五
日
行
わ
れ

る
教
育
委
員
選
挙
の
た
め
従
来
の

条
例
中
に
〝
及
び
同
教
育
委
員
会

委
員
〟
の
語
句
を
加
え
る
改
正
が

行
わ
れ
た
も
の
で
原
案
可
決

と
な

つ
た
。

(
二
)
【
東
京
都
足
立
区
特
別
区
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
及
び
東
京
都
特
別
区
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行

に
伴
い
、
現
行
の
足
立
区
特
別
区

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
心
要

が
あ
る
の
で
提
出
さ
れ
た
も
の
で

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

(
三
)
【
昭
和
二
十
七
年
度
東
京
都

足
立
区
才
入
才
出
述
加
予
算
】

今
回
行
わ
れ
る
各
種
選
挙
に
要

す
る
都
か
ら
の
交
付
金
そ
の
他
の
追

加
計
上
で
原
案
(
四
、
一
七
六
、

一
五
四
円
)
通
り
可
決

(
四
)
【
足
立
区
臨
時
出
納
検
査
立

会
人
選
任
に
つ
い
て
】

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
ず
い

て
次
の
通
り
決
定
さ
れ
た
。

区
議
会
議
員
　
藤
原

忠
志

〃
　
　
　
　
　

鈴
木

銀
藏

〃
　
　
　
　
　
江
口

兵
藏

〃
　
　
　
　
　

小
林
三
四
郞

〃
　
　
　
　
　

栄
山

一
衛

監
査
委
員
に
鈴
木
七
郞
氏

(
五
)
【
足
立
区
監
査
委
員
選
任
同

意
方
に
つ
い
て
】

公
民
監
査
委
員
小
松
富
二
郞
氏

の
任
期
満
了
に
伴
い
新
監
査
委
員

と
し
て
区
議
会
が
同
意
し
次
の
者

に
決
定
し
た
。

千
住
寿
町
七
一
　
鈴
木

七
郞

土
屋
甚
太
郞
氏
区
議
に

繰
上
当
選

鯨
岡
兵
輔
氏
の
辞
任
に
伴
う
区
議

会
議
員
の
欠
員
に
つ
い
て
、
区
選

挙
管
理
委
員
会
で
は
公
職
選
挙
法

第
百
十
二
条
(
議
会
の
議
員
の
欠

員
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
得
票

数
が
同
じ
で
、
く
じ
に
よ
り
当
選

人
を
定
め
る
規
定
の
適
用
を
受
け

た
得
票
者
で
、
当
選
人
と
な
ら
な

か
つ
た
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
選

挙
会
を
開
き
そ
の
者
の
中
か
ら
当

選
人
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
)
の
規
定
に
よ
り
、
九
月
十
八

日
次
の
者
に
区
議
会
議
員
当
選
証

書
を
交
付
し
た
。

千
住
四
丁
目
二
十
二
番
地

士
屋

甚
太
郞

区
教
育
委
員
立
候
補
者

川
村

三

平
　
　無

足
立
幼
稚

園
長

丸
山

仲
次
郞
　
無

東
京
城
北
食
糧
販
売
協

同
組
合

理
事

田
中

広

吉
　
　無
　
団
体
役
員

世
良

克

人
　
　無
　
無
職

菅
谷

俊

一
　
　共
　
著
述
業

新
関

新

一
　
　無
　
運
送
業

奥
村

浅
之
助
　
無

理
科
学
機

械
販
売
業

坂
田

幸
太
郞
　
無
　
弁
護
士

道
路
、河
川
の
整
備
復
旧

水
防
体
制
更
に
強
化

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
万
全
の
水

防
体
制
を
整
え
た
区
で
は
、
更
に

こ
の
強
化
と
徹
底
を
は
か
り
、
綾

瀬
川
流
域
の
護
岸
復
旧
工
事
に
着

手
す
る
こ
と
に
な
り
、
資
材
の
確

保
に
努
め
て
い
る
。
な
お
こ
の
工

事
は
完
全
の
上
に
も
又
一
層
の
慎

重
を
期
し
た
も
の
で
、
工
事
箇
所

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
(
　
)
内

は
工
事
種
類

□
日
の
出
町
三
六
九
〇
―
七
八
九

綾
瀬
川
右
岸
支
流
(
護
岸
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
板
柵
工
)
延
長
一

五
〇
米
柵
高
一
、
八
〇
米
工
費

四
一
三
千
円
、
十
月
十
一
日
竣

工
予
定

□
五
兵
衛
町
二
一
―
普
賢
寺
町
四

七
一

綾
瀬
川
左
岸
支
流
(
右
岸
に
同

じ
)
延
長
八
五
〇
米
柵
高
一
、

二
〇
米
、工
費
一
、
六
五
九
千

円
竣
工
予
定
十
一
月
二
十
日

□
千
住
末
広
町
七
一

綾
瀬
川
右
岸
支
流
(
前
に
同

じ
)
延
長
一
〇
二
米
柵
高
一
、

八
〇
米
工
費
二
九
三
千
円
、
竣

工
予
定
十
月
十
一
日

道
路
も
更
に
整
備

大
体
の
整
備
を
完
了
し
た
主
要

幹
線
路
を
除
き
、
支
線
路
の
整
備

に
鋭
意
努
め
て
き
た
区
で
は
今
後

支
線
か
ら
更
に
分
れ
る
道
路
の
整

備
に
も
、
で
き
る
限
り
施
工
を
す

る
こ
と
に
な
つ
た
。

□
道
路
側
溝
改
修
工
事

(
1
)
西
新
井
町
一
、一
四
三
―
一
、一

五
一

本
木
二
の
一
、六
三
五
―
一
、六

一
七
、
二
、〇
五
六
―
二
、○
八

八本
木
町
一
の
二
四
三
―
二
五
〇

総
延
長
九
四
二
米
、
工
費
六
〇

九
千
円
、
完
成
予
定
十
月
三
十

一
日

(
2
)
四
ツ
家
町
二
、
一
七
五
―
一

四
七

伊
興
本
町
―
―

総
延
長
六
〇
一
、
工
費
五
一
千

円
、
完
成
予
定
十
月
三
十
日

□
路
面
舗
修
工
事
(
簡
易
舗
装
)

(
1
)
四
ツ
家
町
二
、
一
七
五
―
大
谷
〓

町
六
六
一

面
積
九
、三
五
〇
平
米
延
長
一
、

八
〇
五
米

、
完
成
予
定
十
二
月

八
日

(
2
)
千
住
二
丁
目
二
―
三
八

千
住
柳
町
四
三
―
千
住
竜
田
町

三
九

千
住
柳
町
四
―
二
九

総
面
積
四
、
七
五
〇
平
米
延
長

八
八
四
米
、
工
費
一
、
一
五
二

千
円

、
完
成
予
定
十
二
月
九
日

(
3
)
千
住
八
千
代
町
二
―
千
住
末
広

町
九
九
、
面
積
三
、
一
八
五
平

米
、
延
長
七
六
七
米
、
工
費
八

二
七
千
円
、
完
成
予
定
十
一
月

九
日

特別区税条例の
主 要 改 正 点

地
方
税
法
及
び
都
特
別
区
税
条

例
の
一
部
改
正
に
伴
う
本
区
の

特
別
区
税
条
例
の
主
な
る
改
正

点
を
次
に
説
明
す
る

一
、
区
民
税
の
非
課
税
の
範
囲

縮
小
さ
れ
た

従
来
不
具
者
、
未
成
年
者
、

六
十
五
年

以
上
の
者

又
は
寡
婦

で
前
年
度

に
お
け
る

所
得
が
十

万
円
末
満

の
場
合
は

課
税
さ
れ
な
か
つ
た
が
、
今

回
の
改
正
で
昭
和
二
十
七
年

度
か
ら
は
、
前
述
の
者
が
納

税
義
務
者
で
そ
の
者
と
生
計

を
一
に
す
る
配
偶
者
そ
の
他

の
親
族
(
不
具
者
、
末
成
年

者
、
六
十
五
年
以
上
の
者
、

又
は
寡
婦
で
あ
る
も
の
を
除

く
)
が
当
該
納
税
義
務
者
の

経
営
す
る
事
業
か
ら
所
得
を

受
け
る
者
を
有
す
る
場
合
に

お
い
て
は
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
つ
た
。

一
、
自
転
車
税
の
内
容
が
ふ
え

た
こ
と

従
来
区
税
と
し
て
の
自
転
車

税
は
二
輪
車
(
年
額
二
〇
〇

円
)
三
輪
車
(
年
額
三
〇
〇

円
)
で
あ
つ
た
が
昭
和
二
十

七
年
度
か
ら
は
、
今
ま
で
都

税
の
軽
自
動
車
と
し
て
課
税

さ
れ
て
い
た
原
動
機
付
自
転

車
が
区
税
と
し
て
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
つ
た
(
税
率
は

一
台
に
つ
き
年
額
五
〇
〇

円
)

一
、
接
客
人
税
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と昭

和
二
十
七
年
七
月
一
日
か

ら
廃
止
さ
れ
た
の
で
従
つ
て

二
十
七
年
度
の
四
、
五
、
六

月
分
は
従
来
通
り
課
税
さ
れ

る
。
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強
力
な
区
民
運
動
に

化
千
住
駅
改
造
促
進
会
結
成

区
の
発
展
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
足
立
、
葛
飾
、
隅
田
の
三

区
を
結
ぶ
区
役
所
前
大
通
り
に
あ
る
国
電
、
東
武
線
の
踏
切
を
含
む
北

千
住
駅
の
改
造
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
強
力
な
区
民
運
動
に
よ
つ
て
促
進

し
よ
う
と
、
大
山
区
長
を
委
員
長
と
す
る
準
備
委
員
が
発
起
人
と
な
り

区
内
関
係
者
が
多
数
集
ま
り
、
去
る
八
日
北
千
住
駅
改
造
促
進
会
が
結

成
さ
れ
た
。

現
在
二
十
九
万
の
人
口
を
有
し
、

近
在
の
農
産
物
の
集
散
地
と
し

て
、
又
荒
川
放
水
路
、
隅
田
川
に

囲
ま
れ
た
水
の
利
に
よ
つ
て
大
工

業
地
帯
を
形
成
し
、
加
え
て
城
北

地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
の
中
心

地
と
な
り
、
発
展
の
一
途
を
辿
る

本
区
の
表
玄
関
で
あ
る
北
千
住
駅

は
明
治
二
十
九
年
に
建
て
ら
れ
、

そ
の
後
大
正
十
三
年
現
在
の
よ
う

に
改
築
さ
れ

た
も
の
で
、

い
ま
の
と
こ

ろ
、
老
朽
駅

と
し
て
、
東

鉄
管
内
の
改

造
リ
ス
ト
に

は
登
載
さ
れ

て
い
な
が

ら
、
予
算
、

資
材
の
点
で

仲
々
実
施
の

運
び
に
至
ら

な
ぬ
状
態
に

あ
る
。
又
こ

の
駅
に
よ
つ

て
千
住
地
区

が
東
西
に
両

断
さ
れ
、
両

地
区
を
結
ぶ

交
通
路
に
つ

い
て
は
建
設

当
時
、
何
等
考
慮
さ
れ
な
か
つ
た

た
め
、
わ
ず
か
に
駅
か
ら
南
四
〇

〇
米
の
踏
切
に
よ
つ
て
交
通
が
行

わ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
し
か

も
こ
の
踏
切
は
次
に
示
す
通
り
、

東
武
、
常
磐
の
電
車
、
汽
車
、
貨

車
の
入
換
作
業
等
に
よ
る
遮
断
の

た
め
、
午
前
六
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
わ
ず
か
三
時
間
四
十
分
が
交

通
可
能
の
状
態
で
あ
り
、
本
区
の

区
民
生
活
に
も
、
経
済
的
に
も
大

き
な
損
失
を
与
え
て
い
る
。

踏
切
遮
断
回
数

(
午
前
六
時
―
午
後
六
時
)

国
電
　
一
三
〇
回

(
六
時
間

六

分
)

東
武
　
一
七
三
回

(
四
時
間
三
十
分
)

計
三
〇
三
回
(
八
時
間
二
十
分
)

註
、
国
鉄
と
東
武
の
踏
切
が
同

時
に
遮
断
す
る
時
も
あ
り
時
間

が
重
複
す
る
た
め
、
合
計
遮
断

時
間
が
減
る
。

駅
に
つ
い
て
は
、
乗
降
客
数
一
日

平
均
六
万
人
、
乗
換
人
員
八
万
人

で
、
現
在
の
ホ
ー
ム
、
地
下
道
で

は
手
狭
ま
で
あ
り
、
雨
の
日
の
混

雑
時
等
に
は
負
傷
者
さ
え
出
す
こ

と
も
あ
る
。

こ
の
駅
と
踏
切
を
改
造
し
て
、

千
住
地
区
の
東
西
の
交
流
を
円
滑

に
し
、
区
民
生
活
に
利
益
を
も
た

ら
す
と
と
も
に
、
区
の
発
展
を
期

そ
う
と
、
北
千
住
駅
改
造
促
進
会

が
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
会
長
に
は
足
立
区
長
が
全
員
の

推
薦
で
就
任
し
た
。

「
自
作
農
創
設
維
持
資
金
貸
付
」の

お

知

ら

せ

今
回
政
府
は
自
作
農
の
創
設
を
助

長
し
、
そ
の
経
営
を
維
持
安
定
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
次
の
要
領

で
融
資
し
ま
す
。

な
ほ
こ
の
融
資
は
償
還
期
間
が
長

く
か
つ
無
担
保
で
あ
り
ま
す
。

一
、融
資
の
対
象

(
ア
)
自
作
地
と
な
る
べ
き
土
地
、

そ
の
他
農
業
経
営
に
必
要
な

宅
地
建
物
又
は
農
業
用
施
設

を
購
入
す
る
に
必
要
な
資
金

(
イ
)
農
家
が
疾
病
、災
害
、負
債

等
に
よ
り
経
営
の
一
時
的
困

難
を
除
去
し
、
経
営
を
維
持

安
定
す
る
た
め
に
必
要
な
資

金
(
ウ
)
自
作
農
が
経
営
の
零
細
化
を

防
止
す
る
た
め
に
均
分
相
続

に
よ
る
他
の
共
同
相
続
人
の

相
続
分
を
譲
り
受
け
る
た
め

に
必
要
な
資
金

(
二
)
貸
付
の
条
件

自
作
農
と
し
て
農
業
に
精
進

す
る
見
込
あ
る
も
の
で
且
つ

現
に
三
反
歩
以
上
耕
作
を
営

み
平
常
時
に
お
け
る
経
営
の

内
容
が
、
再
生
産
を
妨
げ
な

い
で
年
々
償
還
を
な
し
得
る

建
全
な
も
の
。

◇
こ
の
一
票
に
責
任
を
も
つ
◇

…
…
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代
表
者
を

通
じ
て
行
動
す
る
…
新
憲
法
下
の
政
治
体
制
に
お
い

て
、
主
権
者
で
あ
り
、
日
本
の
政
治
の
主
人
で
あ
る

国
民
が
、
真
に
公
正
な
選
挙
を
行
わ
な
い
か
ぎ
り
い

つ
ま
で
た
つ
て
も
立
派
な
代
表
民
主
制
の
政
治
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
権
を
公
明
適
正
に
行
使
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ

れ
の
権
利
で
あ
り
義
務
で
あ
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
強
い
決
意
を
も
つ
て
い
か
な
る
誘
惑
に

も
負
け
ず
、
真
に
自
由
な
る
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ

と
こ
そ
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

来
る
十
月
一
日
及
び
五
日
の
選
挙
に
は
真
の
人
物
真

の
わ
れ
わ
れ
の
代
表
者
を
選
び
ま
し
よ
う
。

立
派
な
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
独
立
日
本
の
真
の

国
際
社
会
復
帰
え
の
第
一
歩
に
な
る
の
で
す
。

足
立
区
の
有
権
者
数
(

昭
二
七
・
九
・
一
現
在
基
本
選
挙
人

名
簿
登
録
者
数
)

男
　

八
三
、二
九
三
人

女
　

八
一
、六
〇
〇
人

計
　
一
六
四
、八
九
三
人
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明
る
い
選
挙
で
良
い
政
治

衆

議

院

議

員

総
選

挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

十
月
一
日

都
議

会
議
員
補
欠
選
挙

東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
選
挙

足
立
区
教
育
委
員
会
委
員
選
挙
十
月
五
日

愈
々
旬
日
に
迫
つ
た
各
選
挙
日
に

あ
た
り
皆
さ
ん
に
は
皆
さ
ん
の
投

票
所
を
御
存
知
で
し
よ
う
か
。
投

票
区
、
投
票
所
は
次
の
通
り
に
な

つ
て
お
り
ま
す
。
(
　
)
は
投
票

所第
一
(
千
寿
第
八
小
学
校
)
千
住

関
屋
町
、
千
住
曙
町
、
千
住
東

町
一
～
四
三
番
地

第
二
(
柳
原
小
学
校
)
柳
原
町
、

第
三
(
足
立
第
二
簡
易
保
育
所
)

日
の
出
町
一
丁
目
、
日
の
出
町

二
丁
目

第
四
(
千
寿
旭
小
学
校
)
千
住
旭

町
一
三
―
四
六
、
六
五
―
六
九

第
五
(
千
寿
第
四
小
学
校
)
千
住

旭
町
一
―
一
二
、
四
七
―
六
四

七
〇
―
八
三
、
千
住
東
町
五
二

―
九
七

第
六
(
千
寿
第
一
小
学
校
)
千
住

三
丁
目
、
千
住
四
丁
目
、
千
住

五
丁
目

第
七
(
千
寿
小
学
校
)
千
住
仲
町

千
住
一
丁
目
、
千
住
二
丁
目

第
八
(
千
寿
第
二
小
学
校
)
千
住

橋
戸
町
、
千
住
河
原
町
、
千
住

緑
町
、
千
住
宮
元
町

第
九
(
千
寿
第
六
小
学
校
)
千
住

竜
田
町
、
千
住
中
居
町

第
十
(
千
寿
第
三
小
学
校
)
千
住

寿
町
、
千
住
大
川
町

第
十
一
(
千
住
カ
フ
ヱ
ー
喫
茶
商

業
協
同
組
合
事
務
所
)
千
住
柳

町
第
十
二
(
第
三
中
学
校
)
千
住
桜

木
町
、
千
住
元
町

第
十
三
(
宮
城
小
学
校
)
小
台
町

南
宮
城
町

第
十
四
(
新
田
小
学
校
)
南
堀
之

内
町
、
新
田
上
町
、
新
田
下
町

南
鹿
浜
町

第
十
五
(
千
寿
第
五
小
学
校
)
千

住
高
砂
町
、千
住
末
広
町
、
千

住
八
千
代
町
、
千
住
若
松
町

第
十
六
(
都
立
五
反
野
保
育
園
)

五
反
野
南
町
一
、
一
一
六
―
一
、

一
二
〇
、
一
二
三
―
一
五
八
〇
、

伊
藤
谷
西
町
、
日
の
出
町
三
丁
目

第
十
七
(
弘
道
小
学
校
)
五
反
野

南
町
九
〇
五
―
一
、
一
一
五
、

一
、
一
二
一
―
一
、
一
〓
二

一
、
五
八
一
―
一
、
八
〇
八
、

伊
藤
谷
本
町
、
五
兵
衛
町
、
普

賢
寺
町

第
十
八
(
第
十
一
中
学
校
)
四
ツ

家
町
、
二
ツ
家
町
、
五
反
野
北

町
、
東
栗
原
町
、
東
島
根
町
、

六
町

第
十
九
(
梅
島
第
一
小
学
校
)
島

根
町
、
小
右
衛
門
町
七
三
三
―

七
四
三
を
除
く
、
千
住
栄
町
、

千
住
弥
生
町

第
二
十
(
梅
島
小

学
校
)
梅
島
町

梅
田
町
一
、
四

六
五
―
一
、
六

五
九
、
一
、
六
六
四
―
一
、
九

五
九

第
二
十
一
(
梅
島
第
二
小
学
校
)

梅
田
町
一
―
四
四
六
、
四
五
八

―
一
、
〇
九
六
、
一
、
一
〇
一

―
一
、
四
六
三
、小
右
衛
門
町

七
三
三
―
七
四
三

第
二
十
二
(
第
六
中
学
校
)
本
木

町
一
丁
目

第
二
十
三
(
関
原
小
学
校
)
本
木

町
二
丁
目

第
二
十
四
(
栗
原
小
学
校
)
栗
原

町
第
二
十
五
(
第
五
中
学
校
)
西
新

井
町

第
二
十
六
(
西
新
井
小
学
校
)
興

野
町

第
二
十
七
(
本
木
小
学
校
)
本
木

町
三
丁
目
、
本
木
町
四
丁
目
、

本
木
町
五
丁
目

第
二
十
八
(
江
北
小
学
校
)
上
沼

田
町
、
下
沼
田
町
、
北
宮
城
町

小
台
大
門
町
、
高
野
町

第
二
十
九
(
鹿
浜
小
学
校
)
北
鹿

浜
町
、
加
賀
皿
沼
町
、
谷
在
家

町
、
北
堀
之
内
町

第
三
十
(
舎
人
小
学
校
)
舎
人
町

入
谷
町
、
古
千
谷
町

第
三
十
一
(
伊
興
小
学
校
)
伊
興
町

第
三
十
二
(
淵
江
小
学
校
)
保
木

間
町
、
竹
塚
町
、
六
月
町

第
三
十
三
(
花
畑
小
学
校
)
花
畑

町
、
内
匠
本
町
、
辰
沼
町
、
神

明
町
、
六
木
町
、
西
加
平
町
、

東
加
平
町
、
六
町

第
三
十
四
(
第
十
二
中
学
校
)
住

野
町
、
大
谷
田
町
一
―
五
一
〇

五
一
五
―
九
八
六

第
三
十
五
(
大
谷
田
小
学
校
)
大

谷
田
町
一
、
〇
二
二
―
一
、
二

七
四
、
一
、
二
七
七
―
一
、
五

六
二
、
長
門
町
一
―
四
八
一

第
三
十
六
(
東
淵
江
小
学
校
)
蒲

原
町
、
上
谷
中
町
、
下
谷
中
町

東
加
平
町
二
四
一
―
二
六
六
、

五
〇
〇
―
五
三
〇
、
北
三
谷
町

長
門
町
五
五
六
―
六
四
一
、
大

谷
田
町
一
、
五
六
八
―
二
、
二

八
二

第

五

回

区

民

体

育

祭

澄
み
切
つ
た

大
空
の
下
、

老
若
男
女
の

一
大
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ

ン
と
し
て
年
々

盛
況
を
極
め

て
来
た
恒
例

の
区
民
体
育

祭
が
去
る
二

十
一
日
か
ら

区
内
の
各
競

技
場
で
華
々

し
い
〝
区
民

の
祭
典
〟
を

繰

り

ひ
ろ

げ

て
い

る

。
な

お
本
大

会

は

十

二
月

二

十

一

日
ま

で

各

種

目

ご
と

に

継

続
し

て
行

わ

れ

る
。

外
国
人
登
録
一
斉
切
替

外
国
人
登
録
法
に
よ
る
「
外
国

人
登
録
証
明
書
の
切
替
交
付
申

請
」
を
次
の
通
り
実
施
致
し
ま

す
。

△
九
月
二
九
日
―
十
月
四
日
　

(第
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、

一
二
、
一
八
、
一
九
出
張
所
地

区
)

△
十
月
六
日
―
十
月
一
八
日
(

第
六
、
七
、
八
、
九
、
一
〇
、

一
一
、
一
三
、
一
五
、
一
六
、

一
七
、
出
張
所
地
区
)

△
十
月
二
〇
日
―
十
月
二
八
日

(
前
記
の
定
め
ら
れ
た
日
に
申

請
の
出
来
な
か
つ
た
者
)

◎
申
請
者
は
必
ず
(
イ
)
外
国

人
登
録
証
明
書
(
ロ
)
写
真
三

枚
(
満
十
四
才
以
上
の
者
は
上

半
身
名
刺
半
切
六
か
月
以
内
に

撮
つ
た
も
の
)
(

ハ
)
主
要
食

糧
購
入
通
帳
及
び
印
(
ニ
)
昭

和
二
〇
年
九
月
三
日
以
降
来
日

居
住
し
た
者
は
在
留
資
格
証
明

書
を
持
参
の
こ
と
。

◎
受
付
場
所

区
役
所
民
生
課

区
役
所
梅
島
支
所
(
十
月
六

日
か
ら
十
月
十
八
日
ま

で
に
限
る
)

代
理
者
は
受
付
け
ま
せ
ん
か

ら
必
ず
本
人
が
申
請
し
て
下
さ

い
。


